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自己点検・評価 様式（平成２９年度実施） 

大学名       広島国際大学 

研究科・専攻名  薬学研究科・医療薬学専攻 

 

○ 入学者数、在籍者数、退学者・修了者数 

※入学のコースを別に設けている大学は、コース別に記載すること。 

※既退学者数及び既修了者（学位取得者）数については、平成２９年４月末までの数を

記載すること。 

 

・平成24年度入学者 

入学者数：  3 名（定員 2 名） 

内訳：6年制薬学部卒業生  名（内社会人 1 名） 

4年制薬学部卒業生  名（内社会人 2 名） 

薬学部以外の卒業生  名（内社会人  名） 

   在籍者数（平成29年5月1日現在）： 1 名 

   既退学者数： 1 名 

   既修了者（学位取得者）数： 1 名 

 

・平成25年度入学者 

入学者数：  2 名（定員 2 名） 

内訳：6年制薬学部卒業生 2 名（内社会人 0 名） 

4年制薬学部卒業生  名（内社会人  名） 

薬学部以外の卒業生  名（内社会人  名） 

   在籍者数（平成29年5月1日現在）： 0 名 

   既退学者数： 0 名 

既修了者（学位取得者）数： 2 名 

 

・平成26年度入学者 

入学者数：  2 名（定員 2 名） 

内訳：6年制薬学部卒業生  名（内社会人  名） 

4年制薬学部卒業生 2 名（内社会人 2 名） 

薬学部以外の卒業生  名（内社会人  名） 

   在籍者数（平成29年5月1日現在）： 2 名 

   既退学者数： 0 名 

 

・平成27年度入学者 

入学者数：  1 名（定員 2 名） 

内訳：6年制薬学部卒業生 1 名（内社会人 0 名） 

4年制薬学部卒業生  名（内社会人  名） 

薬学部以外の卒業生  名（内社会人  名） 

   在籍者数（平成29年5月1日現在）： 1 名 

   既退学者数：  0 名 
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・平成28年度入学者 

入学者数：  0 名（定員 2 名） 

内訳：6年制薬学部卒業生  名（内社会人 名） 

4年制薬学部卒業生  名（内社会人  名） 

薬学部以外の卒業生  名（内社会人  名） 

   在籍者数（平成29年5月1日現在）：   0 名 

   既退学者数： 0 名 

 

・平成29年度入学者 

入学者数：  2 名（定員 2 名） 

内訳：6年制薬学部卒業生 1 名（内社会人 1 名） 

4年制薬学部卒業生 1 名（内社会人 1 名） 

薬学部以外の卒業生  名（内社会人  名） 

在籍者数（平成29年5月1日現在）：  2 名 

既退学者数：  0 名 

 

 

○ 「理念とミッション」、「アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリ

シー」と実際に行われている教育との整合性 

<理念とミッション>  

 本医療薬学専攻における教育は、『命の尊厳と豊かな人間性』を基本理念とする。

この理念に基づき、21世紀の先端医学と高度医療を支える人間性豊かで幅広い視野

を基盤とする薬学研究者や、実践に益する臨床薬学・医療薬学の研究者・教育者、

並びに高度な研究能力を有する薬剤師研究者の養成をめざす。本専攻科では、丁

寧できめ細かな教育指導を基盤とし、社会的要請の強い実学教育を重視することに

より、高度な専門知識と問題解決能力、職業倫理と責任感、コミュニケーション能力、

表現能力、研究能力を培う。もって、人類の健康・福祉に貢献すると共に、医療薬学

および創薬の学際領域発展に寄与する人材を育成する。  

 

自己点検・自己評価 

上記の「理念とミッション」に従って、大学院の教育と研究を進めるよう努力してきた。 

現在、4年制の大学院博士課程が開講されて６年目であるが、４年制薬学部を基礎と

した博士課程の教育では達成困難な臨床的な課題を取り入れ、大学院教員が協力

しあい、届出時の理念に基づいた教育がほぼ適切に行われていると評価できる。  

 

<アドミッションポリシー>  

 本専攻では豊かな人間性、優れた倫理観を宿すことのできる素養を備え、真摯に

勉学に取り組み、地道な努力を積み重ねることのできる人を求める。さらに薬の専門

家として、薬学および臨床医療に関する幅広く高度な専門知識や技能を身につけ、

創薬や先端薬物療法の開発に関する高度な研究能力を有し、将来、薬剤師研究者

や薬学教育者として医療薬学に貢献したい人を受け入れる。本専攻における主な入

学者は薬学部6年制課程を修了した者であるが、他部局を卒業、修了した者も対象と
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する。そのため、本専攻のカリキュラムには基礎からアドバンスまでの科目が連続性を

もって配置されており、多様な受入学生の教育に配慮している。  

 

自己点検・自己評価 

卒業論文概要を含む書類審査、学力試験および面接試験をもとに、「アドミッション

ポリシー」の資質を総合的に判定している。ほぼ届出時の計画通り履行できていると

判断する。  

 

<ディプロマポリシー>  

 実践的で高度な医療・臨床系講義の実施とともに、最新の医療薬学関連研究の指

導により、優れた専門性と研究能力を有する薬剤師研究者、薬学研究者、および薬

学教育者を養成する。課程修了までに以下の要件を満たすこと。 

l 授業科目について所定の単位を修得する。   

l 博士論文の審査と口頭試験に合格する。   

l 課程修了の際、薬学領域の高度な知識と技能、優れた態度、国際的視野に立

つ薬学研究の実践的能力を身につけているかどうかも考慮する。   

l 規定の学術論文が査読付きの学術誌に公表されている。   

l 学会発表を複数回行っている。  

これら全てに合格した学生には、博士(薬学)の学位が授与される。 

 

自己点検・自己評価 

３名の大学院生が大学院博士課程を修了・学位を取得した。社会人大学院生１名は

所属病院に戻り、指導的薬剤師として活躍している。１名は大学病院に就職し専門

薬剤師を目指し、１名は会社に就職し、医療と介護の架け橋になることを目標にして

いる。これらの実績から本大学院における薬学教育は充実したものと評価できる。 

 

 <カリキュラムポリシー>  

  本専攻のカリキュラムには、研究・臨床的意義やその使命について理解させるため

に必要な独自の科目群が配置されており、臨床現場にも視点をおいた高度な薬剤師

研究者や医療薬学教育者の養成を目的とする。さらに、広島国際大学は薬学部に

加え、保健医療学部、医療福祉学部、看護学部などを擁する医療系総合大学であ

り、関連学部に特化した大学であるため、学生の特別研究を遂行する上で有 益 と 判

断される場合は、 他学部教員との共同研究を行うことも可能である。  

 本専攻の科目は、専門基礎、専修特論、専修演習、特設講座および特別研究から

成る。講義・演習を主体とする専門基礎は、高度な医療薬学教育への導入科目とな

り、本専攻が目指す研究・臨床的意義やその使命について理解させる。専修特論で

は薬学と関連する最新の学問を学ぶことができる。さらに所属研究室で行われる専

修演習、特別研究を通して、医療薬学への関心や専門的志向の向上をはかり、最新

の研究課題に取り組み、学会発表や論文作成について学ぶ。また特色ある「医療薬

学特設講座II」では、 受け入れ医療機関における3ヶ月間以上の臨床研修プログラ

ムが提供され、さらに受け入れ医療機関における臨床的な研究課題を選定すること

が可能である。  

 以上の科目は全て、薬学関連の知識に不案内な学生でも段階的に学習できるよう

に配慮されている。  
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自己点検・自己評価 

上記のカリキュラムポリシーに従った教育、研究が行われている。各学年の学生は

カリキュラムポリシーに沿って必要な科目の単位を修得し、各テーマに沿って本学あ

るいは所属医療機関において、活発に研究活動や学会での発表等を行っており、

大学院教育は順調に進行している。本研究科には6年制薬学部を基礎とした4年制

の博士課程のみ存在し、4年制薬学部を基礎とした博士課程は存在しないが、研究

を行う上で重要と考えられる基礎的思考の育成によって、問題点の本質を理解し解

決する能力の育成に勤めている。 

 

改善計画 

定期的に自己点検・評価を行う。 

 

・「理念とミッション」、「アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリシ

ー」と、実際に行われている教育との整合性について、４年制薬学部を基礎とした

博士課程の教育課程との違いを明確にしつつ、自己点検・評価を行うこと 

 

 

○ 入学者選抜の方法 

 <受験資格>  

➀. 6年制課程(医学部、歯学部、獣医学の学部)を卒業した者  

➁. 外国において学校教育における18年の課程(最終の課程は、医学、歯学、薬学ま

たは獣医学)を修了した者  

➂. 修士課程を修了した者(薬科学)  

➃. 薬学以外の修士課程を修了した者  

➄. 旧薬学教育課程の学部を卒業した者(学力認定※)  

➅. その他(学力認定)       ※ 大学院において、個別の入学資格審査により、6年制の大学を卒業した者と  

同等以上の学力があると認めた者で、24歳に達したもの  

 <入学者選抜の方法>  

書類審査、筆記試験、および面接試問を実施し、それらの結果を総合的に考慮して

合否を判定する。入試には学内進学者入試、一般入試、 社会人入試の3つの入試区

分がある。 

 ➀. 書類審査[学業成績証明書、履歴書、論文の写しまたは学会発表歴(学会発表を  

   証するものと発表要旨記載)]  

➁. 筆記試験 

   外国語(英語)、専門科目(社会人入試のみ小論文)   

➂. 面接試問  

  入試委員に対して、卒業論文、修士論文、研究又は開発業務等の概要のいずれ

かの内容に関する口頭発表を行う。さらに「専門関連知識」等についての質疑応

答を行う。   

 

自己点検・自己評価 

本専攻での就学が可能な資質を有するか否かについて、「入学者選抜の方法」に沿

って十分に確認している。本専攻の入学者選抜の方法は、高度な専門知識と技能を
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有する薬剤師養成に必要な要素をカバーすると共に、薬剤師資格を持たない入学希

望者の選抜にも配慮したものとなっている。これらのことから受験資格に合わせた入

学選抜ができていると考えている。なお、研究活動をサポートする目的で大学独自の

奨学金制度を設けている。  

 

改善計画 

入学定員を充足できなかった年度があるため、定員充足を図る方策が必要であり、

情宣活動などを活発に行う予定である。 

 

○ カリキュラムの内容 

 本専攻では指導教員の専門性と社会的要請の多様化に応じて、医療薬学基盤研

究分野コース、医療薬学支援研究分野コース、および医療薬学研究分野コースを教

育研究上の3つの柱としている。このうち医療薬学研究分野コースは、近隣の中核とな

る3つの総合病院と連携し、臨床・講義研修が含まれ、より実践的なカリキュラムとなっ

ている。 本専攻の科目は、専門基礎、専修特論、専修演習、特別研究、および特設

講座から成る。  

【専門基礎:6単位】  

 隔年ごとに開講。各専門分野の核となる基本的な視点・思考法を涵養することを主

眼とすることから、1・2年次で受講させる。医療薬学支援研究分野から1科目、医療薬

学研究分野から2科目の計3科目(計6単位)の履修を義務づけている。  

【専修特論:8単位】  

 隔年ごとに開講。全9科目の中から4科目以上(計8単位以上)を選択し履修する。医

療薬学基盤研究分野、医療薬学支援研究分野、医療薬学研究分野からそれぞれ１科

目、さらに全研究分野から1科目を選択することとし、教育の内容が偏ることなく履修で

きる。  

【専修演習:4単位】【特別研究:12単位】  

 大学院生は指導教員の研究講座に4年以上在籍し、修了要件を満たす所定の単位

や規定の論文数になるまで専修演習および特別研究を履修する。学位取得に必要な

能力を養い、高い専門性をもつ学問の修得が目的である。  

【特設講座:4単位】  

 上記30単位に加え、特設講座から4単位の履修が要求される。特設講座に関しては 

「医療薬学特設講座 I」と「医療薬学特設講座 II」がある。「医療薬学特設講座 I」で

は、論文作成能力60%、プレゼンテーション能力30%、教育訓練活動10%とし、英文論文

の内容と作成力、語学を含めた学会発表能力、報告書作成能力を評価する。「医療薬

学特設講座 II」では、論文作成能力60%、プレゼンテーション能力20%、教育訓練活動

10%、連携する医療機関における3ヶ月(480時間)以上の臨床・講義研修の受講10% と

し、英文論文の内容と作成力、語学を含めた学会発表能力、臨床における観察力・問

題提起力、報告書作成能力を評価する。特設講座は、学生の独自性や研究活動を刺

激し奮起させるものであり、特色ある教育システムである。  
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自己点検・自己評価 

本専攻のカリキュラムは、専攻設置の理念を達成するにふさわしい内容となってい 

る。設置されている授業科目は、先端医学と高度医療を支える薬学研究者や薬学教

育者、並びに高度な研究能力を有する薬剤師研究者に必須の内容であり、 博 士 課

程で扱う内容としてふさわしいものと考える。社会人受入れを促進する目的で、特論

は 平 日 の ６時限目あるいは土曜日を中心に開講している。また薬学部以外の学部

出身者については、「医療に携わる人材」としての意識を促すためのカリキュラムも

含まれている。なお、カリキュラム関連資料として、『シラバス』、『教育課程等の概

要』、『履修モデル』を本評価書の最終ページ以降に追加した。  

 

 ・別途シラバス及び教育課程等の概要（別紙様式第2号）を添付すること 

 ・履修モデルを添付すること 

 

○	全大学院生の研究テーマ 

 研究テーマ名 研究の概要 

①  

核酸医薬品ミゾリビン

の消化管吸収挙動と

末梢血単核細胞への

分布挙動の解析 

 

核酸様構造を有する免疫抑制剤ミゾリビン(MZR) を用

い、ラットにおける消化管吸収機構の解析、およびヒトに

おける口腔内速溶製剤の有用性評価を行う。さらに、

MZR の免疫抑制作用の実体を明らかにする目的で、ラ

ットおよび腎移植患者における MZR 経口投与後の末梢

血単核細胞 (PBMC) への分布や、PBMC 内における

MZR リン酸化体挙動等について解析する。さらに、MZR

の細胞分布について L5178Y(リンパ)細胞を用い、取り

込みへの濃度依存性や影響因子について解析する。 

②  

クレアチニンクリアラ

ンスに基づいたダビ

ガトランエテキシラー

トの新規投与量設計 

 

ダビガトランエテキシレート (DE) は、ワーファリンに比

べ、比較的安全な血液抗凝固剤であるが、その消化管

吸収は平均で約 6％と極めて低く、患者間で容易にかつ

大幅に変動する可能性がある。また血中濃度が高い場

合は出血を、低い場合は血栓を作るといった臨床上厄

介な特徴も有している。DE は腎排泄型の薬物であるこ

とから、本研究では、各患者さんのクレアチニンクリアラ

ンス値に基づき、より厳密な血中濃度を設定するための

新規投与量設定法を確立する。 

 

③ 

 

 

遷移状態解析に基づ

く新規タンデム反応の

開発と創薬への応用 

 

複素環骨格は天然物や合成医薬品など多くの生物活性

化合物に含まれる重要な骨格であり、医薬品の大半は

複素環を含んでいる。そこで安定で安価、合成容易な2-

アルキニルベンゼン誘導体を原料とする新規タンデム

複素環合成反応を立案し、反応をサポートするため、理

論的に可能な遷移状態を考慮して解析を行う。得られる

情報をもとに新規タンデム反応を達成する。さらに合成

した化合物の創薬への応用を目的として研究を行う。 

④  

血管内皮細胞におい

てのRasGRP2の機能

腫瘍の成長には、酸素と栄養の供給、老廃物や代謝物

の排泄などが必要であり、腫瘍がより大きく成長するに

は腫瘍内の新しい血管の形成、すなわち血管新生を行
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解析 う必要がある。本研究では、これまでに当研究室で発見

している新規血管関連遺伝子 Ras guanyl releasing 

protein2 (RasGRP2) について、血管内皮細胞における

細胞内情報伝達や分子機能、また血管新生との関連性

等を解析することを目的とする。 

⑤  

N-アシルピペリジン

骨 格 を 持 つ 新 規

farnesoid X receptor

（FXR）アンタゴニスト

の開発 

これまでのメディシナルケミストリープログラムで構築さ

れた化合物ライブラリーを用い FXR への活性検討を行

った。このライブラリーから FXR アンタゴニストを有する

hit 化合物から lead 化合物も見出すことができた。

(Bioorg. Med. Chem., 2017, 25, 1787–1794) 

本研究では、lead から展開した N-アシルピペリジン骨格

を持つ新規 FXR アンタゴニストの構造活性相関を検討

し、アンタゴニストとしての生物活性及び in vivo の検討

も視野に入れる。 

⑥  

代謝異常の尿メタボ

ローム解析研究 

 

メタボローム解析は代謝物を網羅的に測定し、得られた

データを解析することにより病態、影響、差異などに関

与する代謝物や代謝物パターンを見出すことなどがで

き、医療のみならず様々な分野で応用されはじめてい

る。本研究では、1H-NMR を用いたメタボローム解析の

手法を用いて、代謝異常症などの患者での病態や治療

の効果を測ることを試みる。 

・在籍する全大学院生の研究テーマ名及び研究の概要を記載すること 

・研究の概要については、テーマ設定の着想点、研究成果が薬剤師の実務など臨

床に与える影響等を「アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディ

プロマポリシー」との整合性を踏まえつつ、簡潔に記載すること 

 

 

○ 医療機関・薬局等関連施設と連携した教育・研究体制 

 本専攻においては実践的な教育の一助として、高度医療を実践している地域の総

合 病院と連携し、臨床現場での実践的な臨床研修を行うと共に、将来的に認定薬剤

師や 専門薬剤師の資格を取得するための一助となる教育・研究プログラムを提供す

る。連携 する医療機関は、以下の3病院である。  

(1)独立行政法人国立病院機構 呉医療センター・中国がんセンター (2)国家公務員

共済組合連合会 呉共済病院 (3)独立行政法人労働者健康福祉機構 中国労災病院  

また履修科目として「医療薬学特設講座II」を履修する学生は、これらの総合病院にお 

いて臨床現場での実践的な臨床研修プログラムを3ヶ月間以上履修する。本プログラ

ム は、患者情報を総合的に判断できるような技術を体験し、かつ養成するために、カ

ンファ レンスに参加できる機会を与えると共に、薬剤師のためのフィジカルアセスメン

トやポイントオブケア等の研修を提供する。さらに各医療施設独自の研修プログラムも

用意されており、基礎薬学から臨床薬学・医療薬学まで多様な専門領域における博

士論文研究が可能となり、博士論文の質と量を高めることが可能となる。 

  

自己点検・自己評価 

高度医療を実践している地域の3つの総合病院との連携体制を深め、共同研究に着 
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手している。臨床に密着した研究を推進するために、さらに研究指導体制を整備する

予定である。現在、連携する医療機関の現役薬剤師がD4に在籍し、実際の臨床に

直結した実践的な研究テーマについて研究を継続している。  

 

（注）他職種との連携も含む 

・研究テーマと関連づけて記載すること 

・連携先の医療機関・薬局等関連施設側の指導体制も踏まえて記載すること 

 

 

○ 学位審査体制・修了要件 

 本専攻における学位審査体制および修了要件は以下の通りである。 本専攻に4年

以上在籍し、以下の修了要件を全て満たすこと。 

➀「専門基礎」から、必須科目6単位を修得する  

➁「専修特論」から8単位以上  

➂「専修演習」から4単位以上 

 ➃「特設講座」から4単位以上  

➄「特別研究」から12単位の合計34単位以上を修得すること。  

 

 これらの要件を全て満たした上で、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

博士論文の審査及び最終試験では、教授、准教授で構成する大学院医療薬学専攻

委員会において、申請者本人が学位論文の要旨について説明し、質疑応答を行う。

その際、査読付きの学術雑誌に採択又は掲載された第一著者の英文の原著論文を1

編以上、複数回の学会発表のリスト、並びに博士論文の要旨を付して提出する。その

後、大学院薬学専攻委員会で最終判定を行い、合格と判定されることが学位授与の

要件である。  

 

自己点検・自己評価 

平成２８年３月には残念ながら１期生を輩出できなかったが、平成２９年３月に１期生

１人と２期生２人の合計３人が博士課程を修了することができた。他の大学院生も、

現在順調に単位修得が進行している。研究に関しては遅くともD2の4月までに「研究

テーマ」および「薬学研究科研究計画書」を提出。また研究の進捗状況を確認する目

的で、「進捗状況確認表」をD3の4月に提出。さらにD3の9月には中間発表を行ってい

る。これらのスケジュールは今後も継続する予定である。 

学位論文審査委員の構成：主査 学位論文分野に関連のある○合 教授1名（主指導教

員を除く）。副査 学位論文分野に関連のある○合 教授または○合 准教授あるいは○合 講

師2名。 

 

 

○ 修了者の博士論文名、学術雑誌への掲載状況、進路状況 

 博 士 論 文

名 

学術雑誌への掲載状況 修了者の 

進路状況 タイトル 雑誌名 暦年・

掲載号・
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頁 
① 麦 門 冬 湯 が

代謝酵素チト

ク ロ ー ム

P-450に及ぼ

す 影 響 の 評

価  

 

Effect of Bakumondo-to on 
cytochrome P450 activities in rat 
liver microsomes 
 

Journal of King 
Saud University 
Science 

2016, 28, 
198–202 

 

もとの勤務先

の病院 

② 急性腎障害ラ

ットにおける

組織および赤

血 球 MRP 

familyの機能

解析  

 

 

Modulation of multidrug 
resistance-associated proteins 
function in erythrocytes in 
glycerol-induced acute renal 
failure rats. 
 

Journal of 
Pharmacy and 
Pharmacology 
 

2017, 69 , 
172–181. 

大学病院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Modulated function of multidrug 
resistance-associated proteins in 
cisplatin-induced acute renal 
failure rats 

Die Pharmazie 2017, 72, 
209–213. 

➂ 糖 尿 病 動 物

の 齲 蝕 形 成

に関する研究

－ 唾 液 腺 障

害との関連性

について－ 

 

 

 

Hyperglycemia simultaneously 
induces initial caries 
development 
and enhances spontaneous 
occlusal surface wear in molar 
teeth 
related to parotid gland disorder 
in alloxan-induced diabetic rats 
 

Journal of 
Toxicologic 
Pathology 
 

2017, 30, 
47–55. 

会社 

・既修了者の博士論文名、博士論文に関連する論文の学術雑誌（査読付きのもの）

への掲載状況及び修了者の進路状況を記載すること 

 

 

○ 社会人大学院生への対応状況 

• 近くの病院に勤務しているため、研究室にも時々顔を出しており、実験も当研究

室で行うなど、特段の不便は感じていない。 

 

• 社会人大学院生は、遠隔の地（静岡県）でもあり、当該学生とは、メールを用い

た研究連絡や指導を行っている。但し、当該学生が勤務している会社のスタッフ

が時々当研究室に来られており、情報交換は密に行っている。 

 

• 勤務先が同一県内ではあるが遠隔地にあり（尾道市）、勤務状況からも常時通

学するには困難である。そのため通常はメールを用いた、研究連絡や指導を中

心に行っている。但し、週末などの休日を利用して、定期的な研究室への訪問を

促し、情報交換を密にする努力を行っている。 

 

・入学者選抜や入学後の履修における社会人への対応状況について、自己点検・評

価（工夫や今後の課題を含む）を行うこと 
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○ 今後の充実・改善 

• 遠隔地の社会人学生を担当する場合、集中講義や土日祝日の講義の対策をと

っているが限界があるため、ビデオ会議システム、スカイプなどのITの導入によ

り、さらに効果的な指導を行う予定である。 

 

• 社会人大学院生の一人が途中で退学するという事例があった。当人の場合、病

院での業務に追われ、実質的には殆ど研究を行えない、あるいは行わない状況

であった。社会人大学院に進学する場合、周囲の理解や配慮に加え、本人の自

覚と努力が極めて重要といえる。意識改革を促し、社会人大学院生の増加を図

りたい。 

 

• 既に就業している社会人学生については修了後Research Pharmacistとして施

設内あるいは地域の薬剤師に対しても研究指導が行えるように、研究倫理など

を含めた教育も推進する必要を感じている。 

 

• 経済的支援に関しては大学院学内奨学金、大学院学園創立90周年記念奨学金

があるが、今後さらに受領件数を増やすなどの課題がある。 

 

• 既に２名の修了生が博士課程在学中に海外の大学へそれぞれ１年間留学する

貴重な経験をすることができた。今後はさらに在学中の留学の機会を増やし、幅

広い視野をもつ薬剤師研究者を養成したい。 

 

・自己点検・評価を踏まえ、大学院４年制博士課程の教育・研究における今後の充

実・改善に向けた方策や課題を記載すること 

・大学院生の在籍状況（定員充足の状況、修了・退学率等）や修了後の進路状況を踏

まえた方策や課題についても記載すること 
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添付資料１: 大学院シラバス 
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eŤˌVɍʦĬȧŀ�ʯ˜ˏȂ*ŅˉˈˣǈÆʼ˟ʶˇʱ
Ⱥǳˉȍɗˇˉ˟ʧĖȑǇˆˍʦűŤŇÐˣĒʼ˟�şĒ
İQeŤˌòư˹˻̘̃ˊ˃ʬ˅Ɣʺʦ�şŤʰ˝SǪp
ʱű˕ˠ˟˕ˆˌȬƚˣƼȏƄˊǸȋʼ˟ˇˇ˙ˊ @�S
Ǫpˇʺ˅ɁƂʸˠˀɤĆ�Ǫ̥ăǪɥʦɁƂʸˠ˃˃ʫ˟̧Ǡ
¸ȃɝ�̨ɆyHˊɃʺīȋʼ˟ʧɣ
ɣ

̧˭̘̈̋˻Ą¼̪8 ɪɮ v̨ɣ
ɣ
̧ɭɣ ÞƮɣ Ɖǵ̪ɯ v̨ɣ
̟̦̆QeŤKǱˌ˦̢̦̐́ˇʺ˅ʩĆ�Ǫˌúǥʪ˚ʩ$
ųİ¹ˊ�˄ʳòưʪʱǮˢˠ˃˃ʦȢµˌ̢̔̂̅­�ˇ
ɟ×ºĨ?ŅˌɁƂˇʿˠ˝ˌǬeˊ˜ ˞ ʦ ʩ ʍʎʌʍɣ
ʗʍʕʓʘʌʍʔʘʗɣʖʉʕʋʋʒʎʒʌʪˊ˜˟KǱʱSǪpˌɁƂˌÞŅˇʺ
˅ŭŦîʵ˝ˠ˟ʧ�Ǿ˦̢̦̐́ˊ˜˞ɁƂʸˠˀɤĆ�
Ǫ̥ăǪɥʦɁƂʸˠ˃˃ʫ˟̧Ǡ¸ȃɝ�̨ÈŰuŽɃȨS
ǪpˊɃʺīȋʼ˟ʧɣ
̧ɲɣ Ƚ�ɣ r�̪ɲ v̨ɣ
�ƛ�ĭˉQ�ĬȧˇűŤŇÐˣĒʼ˟�şŤˍʦăǪɁ
Ƃˌ̟̦̆QeŤˇʺ˅Ī˘˅Ⱥǳˆʫ˟ʧĖťȏˆˍħ
ŤʦOŤˉˈʰ˝VɍʸˠˀűŤŇÐ�şĒİQeŤˌĐ
ăˌİu@ěˣųʬˀĬȧǸěŅ˚ĬȧŇÐƊɃʦKǪ
˒ˌÎųˉˈˊ˃ʬ˅ʦ:"Ƅˉ'ˣîʵˉʱ˝īȋʼ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ
ɣ
˭̘̈̋˻ɣ
Ą¼ɣ
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ɣ

Ɨƈɣ
R@ɣ

ðĩƗƈˌgƘɣ ȑǇƢˌ;�ɣ 1ɣǊɣ

�
�
�
�ɣ

�


�
�
�
�
�
�
�
�ɣ

ű"@�Q�ťȏɣ

ű"ˣĬÜʼ˟Ü@ˌ�ˆ˙ʦűnˌ�ĖV�ˆʫ˟Ʊ
ǖˌƱǖǝˣĬƨʼ˟ǘş̦̟̤ǘșʯ˜ˏ˵̡˻̢̨̦̠̃
ˊŞŜˣʫ˅ʦʿˌÑ³Ðˣƺìʼ˟İĬˊ˃ʬ˅ʦűe
ÜʦOØʦŹQ̥ñŃˌǷŜʰ˝ƷëƄˊǸȋʼ˟ʧ˕ˀʦ
ű"ǘșˌİǗˊ˃ʬ˅ʦǘŒÐQeŤˌ";ȠȤʦʯ˜
ˏǓĻ@ńʦǜƦj]ˉˈʬˢ˛˟ǜǍÈŰˌ̙ˮ̈˼̘ˊ
˃ʬ˅Ǹȋʼ˟ʧčˊʦʶˠ˝ˌǘșÑ³ÐˊŹ³ˣʲˀʺ
ˀŽƄŦØˌ:"Ƅˉž'ˣʫʵʦŽwˌ@�̡̠̒ˆˌ
ǸěˇŁƁŅ˒ˌÎųˊ˃ʬ˅Ǹȋʼ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ

@�ÉűŤƗ�ťȏɣ

�ɘˇÉűŤˇˌÝʬˍʦ�ɘˌȈűˇfċˊ�˕˞ʦ�
ćˊǢ˟˕ˆǌʮ˟ʶˇˉʳƹʬ˅ʬ˟ʧʶˌɃ,ˍʦ¤Ěˊ
ʯʬ˅˙ĺȯˊƸƹʸˠ˟˙ˌˇǊʮ˝ˠ˟ʧ@�ÉűŤƗ
�ťȏˆˍʦȑǇˌFUˆʦ�ƓÉűŤ�Ƅˉ;�ˣƅA
˞ˊʦ×ĞžɄÇˊȗũʼ˟ʩű"ɄÇİǗʪˊ˙Ǻ[ʺʦÉ
űŤ×ĞɄÇˇ×ĞÜƟˇˌɃ,ˊ˃ʬ˅Ǌ ʼ˟ʧ˕ˀ
ȑǇˌÅUˆˍʦʩȢµsɗˇˉ˂˅ʬ˟×ĞžʪˊŞŜˣ
¿˅ʦʩÉűŤˌǪHǌÐQˌsɗʪˣˍʻ˘ʦʩɇ;×Ğ
žʪ˚ʩăǣ̥<ǣ×Ğžʪˊ˙ǹˠʦʿˠ˝ˌŭŦˇʿˌ¡
ƤˊǺ[ʼ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ

űŇŰ�̥ġɛ�ťȏɣ

ʩǪŤ�ȒʪˇʩűŇǈÚŽʪˊȺŜˣʯʬ˅ȑǇʼ˟ʧ
ʩǪŤ�ȒʪˆˍǪŤ�ȒˊɃ�ʼ˟ȶƯ˹̅˱̢̘
ʀɭɮɩɤɶʅʀɥd@�ƛ˚ɐɶʅʀƭȶƯɘˌ2ʲʦ/"¯ˌY
wˆʫ˟ɣ ʂɿʀ ˉˈˣīȋʺʦʸ˝ˊˍ̙˿̢̗̔˱˻˚˴̗̊˱
˻ˉˈˌƻǄƄǸěÞŅ˙^˞7ˠˀ˭̦̦̙̀˨̆ŁƁ˒
hʴ˅ˌǪŤ�Ȓ�ˌƂ¨ˊ˙Ǻ[ʼ˟ʧʩűŇǈÚŽʪˆ
ˍʦʩ�ɄǪ�ʪˊǶŜˣǃʲʦćĖ�ˌĵ�ū̫�ˌʩʱ
ˤʪˊŞŜˣ¿˅ʦʩƂʱˤİĬʪ˚ʩʱˤˌ�Ĳ�Ʉˇ�Ĳ
�Ʉʪˊ˃ʬ˅Ǹȋʼ˟ʧʸ˝ˊʦƂʱˤˌŰ�w�ˆʫ˟
ʩŝİƂʱˤŤșʪˌťÊˊ˃ʬ˅˙Ǻ[ʺʦ�Åˌ¡Ƥʦ
ƏƝˌĄhÐˣ¥ʲ?ʼʶˇˣƈƄˇʼ˟ʧɣ
ɣ

̧˭̘̈̋˻Ą¼̪8 ɪɮ v̨ɣ
ɣ
̧ɪɪɣ ėYɣ ýǅ̪ɱ v̨ɣ
ʩǪŤ�Ȓˌ�ƓʪʩǪŤ�ȒȶƯdȏʪʩǪŤ�ȒȶƯˌ
ƛ¯ʦ/"¯ʪʩ˭̦̦̙̀˨̆SƁʪʯ˜ˏʩKǪˇǪŤ�
Ȓʪˊ˃ʬ˅Ǹȋʼ˟ʧɣ
̧ɪɫɣ Ś`ɣ Ɔb̪ɰ v̨ɣ
ʆʱˤˌŻ�ʇʩƂʱˤİĬʪʩŝİƂʱˤŤșʪ˚ʩʱˤˌ�
Ĳ�Ʉˇ�Ĳ�ɄʪʩəpÜ@ˊ˜˟ʱˤ�Ʉʪˊ˃ʬ˅Ǹ
ȋʼ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ
ɣ
˭̘̈̋˻ɣ
Ą¼ɣ

ɣ  
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ɣ

Ɨƈɣ
R@ɣ

ðĩƗƈˌgƘɣ ȑǇƢˌ;�ɣ 1ɣǊɣ

�
�
�
�ɣ

�


�
�


	
�
�
�
�ɣ

Ǡ¸ǪŮ�ťȏɣ

ǪŤŁƁˌ�Ƈˇˉ˟ŽØűŮİĬʯ˜ˏǪŤ$ųİĬ
ˊɃʼ˟
ɔˊ˃ʬ˅�Ɠʰ˝ĐȢˌƍǴ˕ˆˣ%ʾ˅ȑ
Ǉ̥Ǹȋʼ˟ʧĆ�ʯ˜ˏĐăˌǪŤƁŅˇɁƂ�ˌǪŤ
ˌǪŮ$ųˉˈˣǸȋʺʦdʨˌǪŤŁƁˊʯʴ˟̒̉̏˧
̧̂̅ÖǇ�ʴ̨˚I$ųˉˈˌ̟˻˱ˊ˃ʬ˅Ǌʮ˟ˀ˘ˌ
Ô�ˣõ(ʼ˟ʧʠƕƵżÒ̥ƪƕżÒˌŽØ̙ˮ̈˼̘ˇ
ǪŤƁŅˌ$ų̙ˮ̈˼̘ʦʡŽØ[ˏǪŤŁƁˊɃˢ˟
Ɏ�)�Ð˨˭̛̤̠́̉ˌ2ʲˇȎƧʦʢɡǪÐȿſǪ
ˌ$ųˇI$ųʦʣŁƁǪˌI$ųƂŭ̙ˮ̈˼̘ˇʿˌô
Ŏ̥ƏƝĄŅʦˊ˃ʬ˅	ˊǸȋʼ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ

SƁǪH�ťȏɣ

ǪŤˌj]ʦ@°ʦ�ȒʦñŃˌdȬƚˊɃ�ʼ˟̞̤̅
˻̦̕˿̦˚�ȒȶƯʦƱǖ;ƶeÜ@ˉˈdƛİǗÐ˿
̤̌˱șˌƂŭ˚İǗʦ�ˏˊȳ��Ƃŭȼˌ�Oˉˈˊ
˃ʬ˅ʦ@�İĬȏƄǷŜʰ˝Ʋ�ʺʦdƛǪŤƁŅˊʯ
ʴ˟ĮƄƴǂ˚I$ųƂŭƴǂˊʯʴ˟ǪŤřºˌɃ,
˚ƥ?ŅˣŮǸʸʾ˟ʧ˕ˀʦŽØċˌǪŤOØˌ�Oˊ
Ƀʼ˟ĐăˌdƛƏƝȏÿ˚ʦŭ�ˌ@�İĬƄǸȹ˚
ʿˌǸěŅʦ�ŎŅʦDÇŅƢˊ˃ʬ˅Ʋ�ʺʦǠ¸ˊʯ
ʴ˟SƁǪH�ƄǶŜ˚ǸěǗLˣŊɛʼ˟ʧɣ
ɣ

̧˭̘̈̋˻Ą¼̪8 ɪɮ v̨ɣ
ɣ
̧ɯɣ ę�ɣ Š�̪ɱ v̨ɣ
ǪŤˌű";îOˊɃʼ˟İĬˊ˃ʬ˅ʦdƛȏÿˣ½ų
ʺʦ@�İĬƄǸȹ˚ʿˌǸěŅʦ�ŎŅʦDÇŅƢˊ˃
ʬ˅Ʋ�ʺǼȔʼ˟ʧɣ
̧ɪɭɣ Ħɣ -W̪ɰ v̨ɣ
ŽØċˌǪŤOØˌ�Oˣ�ËˊʦĐăˌdƛƏƝȏÿˣ
Ʋ�ʺǼȔʼ˟ʧ¡Ȗˇʼ˟ŽØˍʦǍɋ�ʦǚɋ�ʦśž
ċʦʱˤʦƫ§Žʦʯ˜ˏǉµċˆʫ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ
ɣ
˭̘̈̋˻ɣ
Ą¼ɣ
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Ɨƈɣ
R@ɣ

ðĩƗƈˌgƘɣ ȑǇƢˌ;�ɣ 1ɣǊɣ

�
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�
�ɣ

�


�
�
�
�
�
�ɣ

SƁǪŤƁŅ�ťȏʟɣ

SƁáǯˌȪĴ̥ɟºQ˚ăʺʬSǪpˌƏƝɁƂˍ�
ʳˌÒǋˊƖɒˇˉ˂˅ʬ˟\ɑʦăˀˉSƁsɗˣ½ʲȚ
ʶʺ˅ʬ˟ʧȢµʦʶˠ˝ˌȐsɗˣǸŀʼ˟ˀ˘ˊ�ʳˌS
Ɓąǿˆˍ̦̘́SƁˌ�Űˇʺ˅8ŽɇƄˉ ɼɶʃ ˚ ɿʂʃ
ˌƴǂQʱȪ˖ʦǪH²˙ʿˌŇOˌ�Ģˊ�ǃʺ˅ʬ˟ʧ
ĖȑǇˍɼɶʃ˚ɿʂʃˌŮȏ˚�ȜŇOˣű"ùø�ˇʺ˅
ƷeʺˀǸȋ̥ȑǇˣǮʬʦ_ȑűˌĖɖ}ˊʯʴ˟ŮǸˣ
ŋ˘˟ʶˇˣƈƄˇʼ˟ʧɣ
ɣ
̧˭̘̈̋˻Ą¼̪8 ɪɮ v̨ɣ
ɣ
̧ɮɣ ��ɣ PÍ̪ɰ v̨ɣ
Ǡ¸ġɛƁŅˌ�ƓʦƵǜ̥ƵɏǙġɛˌ�ɊʦžŦ̥ż
Òˊ¡ʼ˟ġɛƁŅʦz�ġɛƁŅʦɿʂʃ ŇOˉˈˣ	ˊ
è¿ʼ˟ʧɣ
̧ɪɩɣ !oɣ Ơ¾̪ɱ v̨ɣ
×ĞDÇīȏʦĮő̥×ĞƵțB�ɄƤʦu:ɃȨ×Ğʯ
˜ˏÞǯȴ�×Ğˌīǳˇ˷̦̒˨̞̤˻ʦŉķ̥œǧá
ǯʦɼɶʃ ŇOˉˈˣ	ˊè¿ʼ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ
ɣ
˭̘̈̋˻Ą
¼ɣ

ÎųǪŮ�ťȏɣ

ÎųǪŮ�ťȏˍʦǪˌ$ųİ¹ˇŽØˊɃʼ˟ƍǴˊ�
Ɠˊʺ˅ʦĐȰˉǪŤƁŅˣȲåʼ˟ĄŅˣ�ˑȑǇˆʫ˟ʧ
ȑǇˆˍǪˌ$ųİ¹ˊɃʼ˟ĐăƍǴˣ^˞�ʵˀ�ǯȏ
ÿˣǸȋʺʦÒǋˌŽØˊÎʻˀǪˌȲåĄŅˊ˃ʬ˅ˌÔ
�ˣõ(ʼ˟ʧ˕ˀʦŭzɁƂ�ˌăǪˊ˃ʬ˅˙Ʋ�ʺʦ�
ÅĔÄʸˠ˟ăʺʬǪŤƁŅˊ˃ʬ˅Ǹȋ̥ȑǇʼ˟ʧÈŰu
ƭżÒʦ�Ȓ̥;@ńżÒʯ˜ˏÓÐăűŤˌŁƁǪˌ$ų
İ¹ʦȰÎʯ˜ˏI$ųˊ˃ʬ˅	ˊǸȋʼ˟ʧɣ

ɉµɁȑɣ
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Ɨƈɣ
R@ɣ

ðĩƗƈˌgƘɣ ȑǇƢˌ;�ɣ 1ɣǊɣ

�
�
�
�ɣ

�


�
�
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�
�ɣ

ĒİeÜQ�Ŗǈɣ

Ȣµˌ˘ʹ˕ʺʬűnƗ�ˌȪĴˍʦĒİQ�ˌ@Ȼˊ
˙ÏȦˉƱ@Qˇƪ�Qˣ˙ˀ˝ʺ˅ʬ˟ʧĖŖǈˆˍʦ¿
ȅ@Ȼˍ˙ˇ˜˞ʦ�ŷɖ}ˌ@Ȼˊ˙ɃËˣìˁʦƏƝǋ
ˇʺ˅·ʬǶȻˇǴȓʦʸ˝ˊsɗǸŀǗLˣȞˊ˃ʴ˟ʶˇ
ˣƈíʺ˅ʬ˟ʧ:"ƄˊˍʦŖǈˊ˜˞ÿũĨưʦɃȨ@
ȻˇˌÔ��öʯ˜ˏǼȏˣǮʬƏƝˌƈƄˇĄhÐˣĉ
Ƒˊʼ˟ʧʸ˝ˊ�ǯ�ȔˆˌƂǰˣƈíʺ˅̡̐˾̤̦̃
˹̝̤ǗLˌŔɛʦʿˌÜĜˣǦȊˆ�ǯȏÿˇʺ˅˕ˇ˘
˟ʶˇˣƈĮˇʼ˟ʧɣ

ɣ

ĒİǪQ�Ŗǈɣ

W�ȍƚˌƏƝˊɃȨʼ˟˨̤̌˱̅̏˥˱˿̦ˌɟʬȏ
ÿˣʦć³ƄˊɎ�˺̛̦̠̇ˣCųʺ˅Ȏ˓ʸʾ˟ʧ��
ĔɂʷˇˊʦȎ˓ˀ;�ˣ̣̦̌̕˨̤̅ˊ˕ˇ˘ˀ˙ˌˣƂ
ǰʸʾʦ̡̐˾̤̦̃˹̝̤ǗLʯ˜ˏǊʮ˟ǗLˣɛʭʧ˕
ˀüqʰ˝ˌșsˊƣʮ˟ʶˇʦʯ˜ˏ�ˌ�űˊ¡ʺ˅ʦ
ˢʰ˞Ċʳȋĉˆʲ˟ĭˊŖǈˣǮʭʧʸ˝ˊƏƝˊɃʺ˅ˍ
ȩ�ʯ˜ˏđ�ˣƂǰʸʾ˟ʶˇˊ˜˞ʦ³ˊƏƝˌƈƄ˚
ĄhÐˣĉƑˊʺ˅ʯʳʧɣ

ɣ

SǪȘŐ�Ŗǈɣ

ƏƝŇOˣǮʭˀ˘ˊˍʦdǡˌƏƝ̦̖̃ˊƉóɃȨʼ
˟ÿũȎĠˍ˙ˁˡˤˌʶˇʦlȡɖ}ˌƏƝˊ˙ƪȥʺ˅ʬ
˟ʶˇʱē˕ˠ˟ʧčˊʦʶˠ˝ˌȎĠƶĜˣȝ˕ʮ˅ƏƝǻ
Ŷˣ<ĬƨʺʦƏƝˣȪ˘˟˓ʲĄhÐˣ˜˞ĉƑQʸʾ˅ʬ
ʳʶˇʱȺǳˆʫ˟ʧɣ
ĖŖǈˆˍʦSǪpˌ̟̦̆QeŤʫ˟ʬˍ˹̦̆QeŤˌ
ĐȢˌƏƝˊɃʼ˟ÿũ�kˇǼȏˣǮʭʶˇˆdǡˌƏ
Ɲˣ˜˞ŋʳ�ǷƄˊŮǸʺʦƏƝǋˇʺ˅ˌǶȻˣ·ʵ˟
ǽǁˣǮʭʧ˕ˀʦ�ĔƄˊdǡˌƏƝ�kˣǮʬʦƏƝÜ
ĜˌȪïŦłˣ˕ˇ˘˟ʶˇˆʦ�ǯɌ�ƢˆˌƂǰˊhʴ
ˀ̡̐˾̤̦̃˹̝̤ǗLˣɛʭʶˇˣƈĮˇʼ˟ʧɣ

ǲýˌüq
ʱè¿ɣ
ɣ
ɣ

ű"@�Q�Ŗǈɣ

ðĩÀØˍ˽̗̦̇À¼ˆǮʭʧƏƝȫǮˊ¿ˀ˂˅ˍʦ
˕ʽÔ�]Ɍʱ�#ˊȺǳˆʫ˟ʰˣŮǸʸʾ˟ʧǘș�
Ȓʦƫș�ȒˊɃˢ˟Ģ;_�"ˊɃʼ˟ƼȋˣýƾĨư
ʺʦ¿ȅƏƝɖ}ˌǔČʦƵǀʦŭŦƢˊ˃ʬ˅â÷ʼ˟ʧ
ÌǳˊÎʻ˅ʦ½ųʸˠ˅ʬ˟YǩȏÿˣȌ˖ʶˉʺʦ˜˞£
ɀƄˉƍȓˣÆ˅ŮǸˣŋ˘˟ʧčˊʦ¿ȅɖ}ˊɃȨʼ
˟Đăˌ�ǯȏÿˣĨưʺʦăʺʬĄŅȏˉˈǡ@ˌƏƝ
ŇOˊ^˞7ˠ˝ˠ˟áǯʦčˊʦ�ÅˌƏƝˌ¨ɁˊZ
Ǌˊʼ˓ʲăƍǴˣ]Ɍʼ˟ʧɣ

ɣ

@�ÉűŤƗ�Ŗǈɣ

@�ÉűŤƗ�ťBƏƝˆˍʦʩŽYƱǧʱŲűʼ˟ǫ
ƃșÐˌŽYw�ˌÜŢQˇ@ńˊɃʼ˟ƏƝʪˣ˵˦ˇ
ʺʦ¤ĚƄˊˍʿˌÜĜˣÎųÉűŤ�ƄˊCųʼ˟ʶˇˣ
ƈíʺ˅ʬ˟ʧťBƏƝˊ^˞ƴ˗ˊʫˀ˞ʦ¿ȅƏƝˌǔ
Č˚ɃȨʼ˟ƍǴˣ´·ʳ]Ɍʼ˟Ìǳʱʫ˟ʧĖŖǈˆ
ˍʦƏƝȍɗˊɃȨʼ˟Ƽȋ˚�ǯȏÿˣ̎̂˱˦̂̐ʺʦ
ʿˠ˝ˌƍǴˣɕĲ˕ˇ˘˅ŮǸˣŋ˘˟ʧ˕ˇ˘ˀƍǴˊ
˃ʬ˅ˍʦè¿üqˇˌ̄˧˻ˮ̂˹̝̤ˣȥʻ˅_ȑǋǡȞ
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添付資料２: 教育課程等の概要 
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